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年問費 一入 家族 成入1日券
子供／老人
慌般 ＄405．00 ＄6荏5、GO 1ケ潟券
卒業生 ＄325．00 ＄520．OO 家族券
教職員 ＄225．00 ＄360．OO クライミング
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紹介されている種Rがあるものの，これらを単純計算すると年間を通して合計2384にも昇るコース
が瀾設されている。
　表2のアウトドア種饅では文字どおり野外活動であるので，ある程度集中した時問が必要なキャ
ソプや遠距離郊外で実施するものが数多くある。そのためこれらのほとんどの種目には事前講義が
ある。これは，集合時間，場所，用具，所持贔等の確認を始め，その種鑓を実施するための知識を
教授する講義・ビデオ講義等が行われる。アウ5ドアプPグラムセンターでは専用講義室を有し，
また，開設種譲に関する用具は全て割安で借用することができる。
表4　フィッFネス／ライフスタイルセソターとアクアテックセンターでの擾供種属とコース
Llfe　Style　Center
O　Personal　F三tness　Services
　●Fitness　Appraisa正　　．
　・Fitness　Consultation
　・Personal　Fitness　TraiRing
　　　　Intro｛：luctory　packages　　1）　Basic
　　　　　　　　　　　　2）　Pre繍iUtn
　　　　　　　　　　　　3）　Co田prehensive
　齢Perso〔｝al　Fitness　実raini㎎　　Sess叢o〔｝s
　。Pr◎fess玉◎nal　Nutr玉tion　Counse11量㎎
　’Realthy　韮’三festyle　Choices　for　Stude翻ts
O　Heal乞h　Pro盤ot三〇n　Progra田s
　・Try綴Gy田，
　●卜韮ealtkstyles－10　栂eek　progra鐵
　。Pre　Tee薙／Teen　l．ifestyle　？rograma
　°FibrO田ya王9ia　最t無eSS／SUPOrt　PrOgra阻
　●〔∫of　C　stude【lt　（Univers圭もy　of　Calgary）
　　6　week　weiht　1◎ss　progra憩
　のFollow－up　Serv玉ces
　。1｛ealth　Outreach　Tea田
　の封utrit呈on　慧inl　Series
　　＃1　Carbohydrates，　Protei鶏　and　Perfof総ance
　　＃2　Fat　an（圭　its　猛ffect　on　韮）isease
　　＃3　SUPPle盤ents－　Who？　恥en？　？lhy？
　　≠わ4　Nutrit宝on　for　WO組a∫義
　。Great　Expectatio貝S
　。P◎st　Great　銭xpectatio鶏s
　・Back　PO将er　Progra田
Aqua七三c　Ce聡ter
O　A（韮羅at量cs　Progra墨s
o　S周1㎜ヨing　Less◎ns
　・10　classes，1hour　in　（鼓三ra乞ioζ1
0　Aquasized
　・10　classes，1ho“r　in　d羅rat玉on
O　Aquatic　cert茎至三cat量on
o　Bronze　琶e（la王11ofi＆　Senior　Resuscita乞ion
　・24　hour　co犠rs〔ち　with　8　classes　a轟（1　exa租　d＆te
o　8ronze　Cross　（8C）
　●21　hour　co縫rse，　響量tk　7　classes　a蕪（i　exa憩　（1芝Lte
O　Registerd　Fitfiess　C王ほsses
　．3asic　Registerd　ST£P
　・STEP　or　SLII）　Teach　胃orkshoP
　●REZ　F玉tness
（）　Stre㎎もわ　＆Conditio窪i㎎
　・IRtroductory　Stre㎎七h　TraiRiR91evel　1
　・IRtroductory　Stre㎎捻and　ConditioRing　for
　　　閣ature　Adults
　。Strength　Con（iitioni㎎　for　perso〔｝s　脚ith
　　　physical　l）isabi1呈ties
　・周0鶏en　o【｝質eights
　　騨Woeeen　on　思elghts　2
　・Boxi㎎Circuit
　●Pre　Season　Ski　Con（litioning
　つeep　Ha◎Rur膿i㎎
O　Spec圭al　interest　pro91・a組s
　　，　蚕｛at妻｝a　　￥oga
　・Pri田e　Time　懸overs
O　Fitness　Classes
　。Lo響　i醗pact，　S七aff，　Kio阻e玉ter，　Superfit
　　　CV（Car（iioVascu玉ar）pu晦），　Earlysir（1，
　　　Cardio　Funk，　Kick　Butt　1，　K宝ck　8utt　2，
　　　Totai　b（xiy　糊orkout，　Tota王　stretch，　S董」IDE
　　　ste茎）Progra瞭1s：Cross　step，　S七ep’n　Sculpt，
　　　XS　Step，　Step　Funk，　2至｝　step
　．Intenc呈ty　levels：Basic，　Inte鶏1ed圭ate，
・ Advanced
O　Y◎uth　A（1翌aも圭s
　●翼ater　3abies　（3　to　18　m◎nth　）
　・otters　（　1　1／2　to　3　years　）
　。Sea王s　（　3　to　4　years）
　。罫lippers　（　4　to　5　ye＆rs　）
　。Sharks　（　5　to　6　years　＞
OLearn　t◎Dive（9も018　years）
　　●舞e圃　d三vers
　・Advanced挽9圭㎜eのivers
　。intermediate　l　divers
　61嚢ter揺e（圭1a乞e　2　段nd　姦（1va鴛ced　〔藍vers
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　表3の種霞では，3部門ともほとんど学内で開設されているコースで，玉＝一スが数鳳あるいは数
週間にわたって展開されており，その入数も各種震毎の至適人数となっているようである。例えぽ，
筆者が秋期に受講したラケット種自の中のスクワッシュ＝一スは週2日（月・水の18：00－19：00），
6日間コースであり，登録の上限は10名であった。また，実施聴間帯も一般利用者を考慮して，夕
方から22：00頃までの聞に多数のコースが開設されていた（勿論，日中コースもある）。
　そしてこれらスポ・一ツ種饅，コースの内容はプログラム冊子および受講登録時に受け取る資料に
詳細されている。なお，全ての種自を解説することは園難なので，ここでは特に表3の種Rの中で
もB本においてポピ＝ラーと思われるフィットネス／ライフスタイルセンターとアクアティックセ
ンターで提供している種譲のコース名のみを表4に紹介する（例えぽ，ee　3のSpring／Summerで
のPersonal　Fitness　Servicesという種翼はライフスタイルセソターで提供しているもので，それに
はFitness　Appraisal，　Fitness　Consultation，　lntroductory　Packages以下蓑4のように）。興味をそそ
るコース名も見受けられることと思う。
　ちなみに，表3内の◎印は筆者が日本ではなかなかできないスポーツを体験したと思い，受講し
たもの（21種昌，26コース）である。次に筆者が体験した幾つかのアウトドアコースの雑感を紹介
したいと思う。
AMile　High　Skyd圭ve
　　　’95－8－14（月）　19：30－21：30　アウトドアプログラムセンター講義室（講義）
　　　’95－8－21（月）　　9：00－12：00　0kotokos　Airport
　事前講義ではビデオ教材により，各種スカイダイビングの紹介とそのテク＝ックの解説があり，
その後，飛行機から飛び幽した後の空中姿勢と落下中の高度計とパラシュートのノズルの確認，そ
してパラシュートを開くタイミソグを机上にて練習した。実施当日は，すぼらしい晴天に恵まれた。
Okotokosという民間飛行場で行い，小さなセスナにインスFラクター，カメラマン，筆者と乗り
合わせ圭0000フィート上空まで移動した。その間にrこの飛行機は大丈失か？落ちないか？」とイ
ンス5ラクターに聞いたら，「競争するか」と笑っていた。恐怖心はそれ程なかったが，飛行機の
もの凄い騒音も手伝ってか，飛び降りる瞬間は何とも形容しがたいものがあった。飛び降りてから
は，「あっと」いう闘のことで，無璽力感覚とはどんなものかを感じてみたかったが，そんな余裕
はなかった。パラシュートを開いた後はのんびりと下界を眺めながらという着陸であった。
Alntroducti◎n　t◎Day　Kiking（3回コース）
’95－9－14（木）
，95－9－17　（日）
’95－9－24　（鎖）
，95－10－1　（H）
19：3e－21：30　アウトドアプログラムセンター講義室（講義）
8：30－18：00　Li槻e　Highwood　Pass
8：30－18：00　　Rae　Lake
8：30－18：00　Ches£e£　Lake＆Meadows
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　2時間の事前講義によって，ハイキング用具，ハイキング場，ハイキソグ方法などの解説及び集
合場所，所持最などの確認を行った。場所は3ヵ所共アルバータ州爾部のバソフ蜀立公園よりカル
ガリー寄りにあるカナナスキスカントリーという霞然公園であった。それぞれ約20名の参力目者で，
また，好W気に恵まれすぼらしい景色の中でいい汗をかくことができた。女性2人のインストラク
ターによる指導であった。第1B目のハイキング1週間前に公園内で熊による人襲事故が発生して
いたので，参加者の1人がハイク出発前のミーティングでインストラクターにガンは持ってきたか
と聞いていたが，ガンはないが熊避けスプレーはあるのでたぶん大丈夫との返答であった。どんな
スプレーかは見なかったが，蚊じゃあるまいし，どんな効果があるのか，向かい風でも効くのかと
思ったりしたが，熊の生々しい足跡に出会ったものの本体には会わなかったので幸いであった。ま
た，B頃から万歩計を活用しているので，話題提供のつもりで帰りがけに今Nのハイキングは
15649歩，歩いたと話したら年配のご婦人に「貝本人は歩いた数も気になるのか」といわれた。
ASnow　and　lce　Long　Weekend
　　　，95－10－6　（金）　20：00～’95－10－9　（月）　18：00　　Columbia　lcefelds
　アルパータ州北部の観光名所でもあるコロンビアアイスフィールド，アサバスカ山登頂を賛指し
た週末3泊4日の体験実習であった。初日の20：00に現地キャンプサイト集合と同時にミーティン
グを行い，また，宿泊方法はキャンプサイトでテントを張るかユースホステルであった。参加者は14
名で，実習第1日貝は，登山のためのロープテクニック，アイサック，クラソプオンテクニック及
びその登由方法についての解説と実習であった。2日目はアイスフィールド上でのレスキューテク
・’ ック及び半登山で足慣らしをし，そして3N目にアサバスカ圭2時間登山というものであった。午
前4：00のまで夜が明けぬ前に集合して登山開始となった。途中から猛吹雪に晃隠れながらも何とか
登っていったものの，山頂付近では氷の筈が雪が膝上まであり，もう少しで頂上というところだっ
たらしいが，これ以上は危険との判断でやむなく下山。クラソプオソを使うことなく，また，視界
は数mという感じであった。北海道育ちなので吹雪には慣れていたものの，さすがにもの凄く，こ
れを強行すると事故につながるのだろうということを体感した。結局，登下山時間は8時間程であ
った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
AParaglaiding
　　　’95－IO－19（木）　　　　　　19：30－21：00　アウトドアプログラムセソター講義室（講義）
　　　，95－10－21～22日　　（ニヒ，　　B）　　　　8：00－12：00　　Cochrane
　事前講義ではこの類のスポーツの歴史およびテクニックの概要をビデオを基に解説があり，その
後，講義室内でパラグライダー（キャノピ，ハーネス）の装着と操作方法のデモソストレーション
及び実習地集蒋問等の確認があった。
　実習地では，まず各燗人でパラグライダーを装着後，キャノピ装着を1時間ほど練習し，その後，
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室内にて天井から吊り下げられた練習用パラグライダーによって，空中での進行方向を調節するハ
ンドル操作のシミュレーショソトレーニングを行った。そして，標高差100　mの丘の上からの実
際のフライソグを楽しんだ。飛行晴問は約3分であった。あまりの面白さに1セット購入しその後
もフライング技術の向上に努めた。
ACanadian　Association　of　Nordic　Ski　Instructor（CANSI），　Tele斑ark　Ski　Instructor　Level　l　Course
　　　，96－1－7　（日）　　　　　　　　9：00－16：00　f》re－course　Sunshine　Village　Ski　Place
　　　’96－1－19～21（金～日）　　9：0e－16：00　Maimcourse　Su無shine　V翅age　Ski　Place
　バンフ国立公園内にあるサンシャイソビレッジ・スキー場にてテレマークスキーインストラク
ターライセンスのプリ・コースと3日間のメイソ・　一一スであった。
　プリ・コースは10数名の受講者であった。インスFラクターによる技術解説とその技術練習を行
った。テレマークスキー技術は日本では馴染がなく，カナダにて覚えただけに不安なところもあっ
たが，何とかプリ・コースをクリアーできた。
　メインコースでは異なる日に実施された他のプリコースの合格者を含め10名の受講者であった。
昨年H月にダウソヒルスキーのイソストラクターライセソスを取得していたので，これも何とかな
るだろうと思っていたのが甘かった。プリコースとは大きく異なり，テレマークの技術は葬常に奥
が深いものであることを痛感した。独特なテレマークターン時の加重移動のコントロールが非常に
難しく，特に外向傾動作の重要性を感じた。日本ではほとんど普及していないと察するが，今後末
長くライフスタイルへのスポーツとして取り入れ，また是非指導する機会を設けたいと思った。結
果はわずかに合格点に及ぼず不合格。なお，終了時に再試験も可能であることを聞き，その後練習
に励んだ。再試験を受験し合格となった。CANSIテレマークイソストラクターレベル1取得。
蕊1無tro（玉uction　S簸owshoei鍛9
　　　，96－2－4　（日）　　　8：00－16：00　　Chester　Lake
　スノーシューズ（写真9）を履いての雪山の深雪ハイキングである。スノーシューズは日本の「か
んじき」に相嶺し，最近のものはアルミフレームで足底屈運動が可能で歩きやすい構造になってい
る。実施場所は，カナナスキスカソF　iL｝一内にあるChester　Lakeハイキング場であった。まず午
前8：00に大学のアウトドアセンターに集舎し，Chester　Lakeの場所と集合場所を確認したあと各自
の趨発となった。10：00頃から講習開始となり，スノーシューズの解説，使用方法，登山方法，そ
してウォーミソグアップを兼ねた簡単なゲームによる足慣らしがあった。その後，30分ほど山中を
散策して昼食となり，午後は2．5kmのハイキソグコースでのスノーシュイングを楽しんだ。この
シューズを用いると，50cm程の積雪上（林間）を楽に歩き回ることができる。筆者としてはこの
ようなスノーシューズは目黍では見たことがなかっただけに大変興味深く取り組めた。丁度，H本
から友人が来ていたので一緒に褻い汗を流し，今後の日本導入についての議論を交わした。
2G3
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写翼9　スノーシューズ
ACanadian　Associa垣o無of　Nordic　Sk圭lnstructor（CANSI），　Cross　Cou飢ry　Sk圭Instructor　LeveU
CGurse
　　　’96－1－26（日）　　　　　　9：00－i6：00　Pre－course　Canm◎re　Nordic　Center
　　　，96－2－10～ll（土，日）　9：00－17：00　Ma量ncourse　Canmore　Noydic　Center
　カルガリーオリンピックのノルディック種農が行われfc　CANMOREノルディックセンターでク
Ptスカントリ　スキーインストラクターライセンス取得のためのプリコースとメインコースであっ
た。
　プリコースでは10数名の参加老で，指導員によるクロスカントリースキー技術の一通りの解説の
後，その指導に伴い技術練習を行った。そしてその間に技術レベルを指導員がチェックし，講習終
了後にメイン＝一スへの受講許可者を通達するというものであった。
　メインコースへの受講者は男性5名であった。メインコースでは，初Nの技術練習と2日醸の技
能とティーチング試験であった。2日Nの試験では，技能はクラッシック種周のダイアゴナル・ス
トライド，ダブル・ポーリソグ，～方，スケーティング種置ではフリースケーティソグ，オフセッ
トスケーティソグ，スノープローターン（讐プルークターン）であった。ティーチング試験では受
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験春岡士で講習会体綱をつくり，交互に講師と受講老になって技術解説とデモソストレーション及
び各実施者への技術コメンFを行うというものであった。このティーチング試験にはブレーキソグ
・ スノープ撹一が加えられた。CANS王クPスカソトリーイソストラクターライセンス・レベル1
取得。
2．　キャンパスレクリエーションのスポーツプmグラム体験からの感想
　このようなシステムあるいは環境に接していると，当然のことながら日本における大学体育・ス
ポーツ環境と対比せざるを得ない。B本では大学改革や大学体育改革の渦中にあるだけに，いろい
ろと考えさせられるところだが，何分互いの文化的背景が大きく異なっているだけに，その絶対的
な比較をしたところで，その中身を議論するには無理なところがある。とはいうものの，このキャ
ソパスレクリ＝　一一ション・システムから学びとる点は数多くあるように受けとめてきた。
　1つはスポーツ活動の母体をキネシオPジー学部を持つ大学内に設置していることで，豊窟なス
ポーツ施設を有効に活用できるということである。さらにこれによってさまざまなスポーツ活動の
運営（講義等の教室の提供を念め）が容易であると考えられることである。健康・スポーツ市民大
学というような教育的fs　＝＝　aアンスも伺えるところである。当然，規模が大きくなると独立した鯛
組織の運営ということになるのであろう。
　このような母体ができれぽ，あらゆるスポーツを経験できるようにその受け入れ体鋤も十分整え
ることもでき，利用者も，より気軽に利爾しやすくなるといえる。提供コースが豊富になると時間
的に余裕がない人々にもその稗用・参撫が容易になる。さらに，運営面に余裕ができれぽ各開設コー
スでの必要用具の準備はもとよりアウトドアスポーツ用具（カヌー，カヤック，ボートを始めフル
シーズンの海，山の大型用品等）に関しても一般貸し出しを行えるほど贔数も豊富に揃えることが
できる。
　このようにいつでも体を動かすことのできる環境においては，燗人の健康管理に対する自主性が
あれば単に身体を動かすだけの体育実技科図であれぽ必須できなくてもよいことが理解できる。世
界的にも体育科昌の必要性への議論が行われて久しいが，自宅から1歩外へ出れぽ運動場の様な環
境を有しているところは，その議論も理解できぬわけではない。しかし，これを単純に世界の情報
の伝達という形で日本のような運動する時間と場所がないとか，あるいはそれらがあっても何かと
利用しにくいというような現状の中で現在の学校体育の不要論的なものを鵜呑みにすれぽ，現在で
はまだ理解し難いが，運動の仕方をほとんど知らない，あるいは運動をやったことがないという者
の出現，延いては高齢化挫会という現象に「ひ弱な」という形容詞がつくことは想像に難くない。
　義務教育の9年間及びさらにその後の7年間程の教育期間を修業したとしても，その間での学校
体育によって加齢に伴う身体状況と生涯スポーツ，運動の仕方をマスターできるとは到底考えられ
ないことであり，それ以後のライフスタイル，生涯体育を考える上では，全体としての生涯体育，
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社会体育，スポーツ指導への環境整備が望まれるといえる。運動のできる場の提供ということにな
れぽ，とりあえず学校スポーツ施設の解放というところから始まるのであろうが，施設使用時の監
督，管理，運動指導などあら＠る問題をかかえているところでは，どうしても中途半端的に流され
る傾向にあると察するところである。場所的な要素に加え，指導，安全面への配慮を地域あるいは
広範囲，長期的な利用価値を基に整備することも必要であると考える。今團の調査を通じてこのよ
うな母体のしっかりしたシステムを確立できれぽ，より充実したスポーツ・レクリエーション活動
を提供できると思うところである。その意味で筆者にとってこのキャンパスレクリエーションシス
テムの調査は良い刺激となった。また，導入，実現させるセこは相当の意識改革を必要とするであろ
うが，むしろ何かと改革が流行している日本にはタイミングがよいかもしれない。
　大学体育実技に思うことは，日本では勿論，実施種目にもよるが1人の教員に対し40人あるいは
50人というのがまだ常識的である。となると，もはや制度に対して如何に学生を効率よく捌くかと
いうことが焦点となり，所期の冒的がぼけてくる。やる気がほとんど見られないような，成人にな
ろうとする学生に対して，運動の効能を説き，何とか受講させようとすることは妙に思うところで
ある。勿論，どこの国でもその類はいるであろう。重要と思うことは，日本全体として鯛々人の健
康への自己管理，自主性講築への支援としての運動環境，施設の提供，そして大学においては特に
身体並びに身体運動にかかわる知識と実践方法の教授にあると考える。
○キャンパスレクリエーション・システムを基にした本学へのシミュレーション
　ほとんど的外れであるが，次のような講想を考えた。大学施設を母体とした国民への体育，スポー
ツ及びレクリエーショソ活動のライフスタイルへの無理のない浸透を酎旨し，たとえば大阪外国語
大学付属アクティブスポーツモールと称する20000m2程度で冷暖房完備（常温湿）の数階建ての
一応独立組織の公認大体育館を構内に建設する。これは現在の本学の体育・スポーツ施設等（体育
館，テニスコート，プール，ハンドボールコート，駐車場，学生寮等）の将来に向けての再整備に
も相豪する。むしろこの考え方はスポーツ施設を大学溝内に建設することで大学関係者の利用（実
技授業を含めて）が優先されるものの，一般者が気軽に利用できる施設という＝＝アソスに近い。
外国人留学生の交流などが極めて盛んなホ学を考えても，このような施設があってもなんら不自然
ではないと考える。
　メィンフロァーにはバスヶットボールコーF4面分と50・mの8コース競泳用プール，ファミ
リープールとし，飽の階には格技場4面，トtZ－　＝ング場，室内陸上用2eo　m　Fラック6＝一ス，
弓道室，レクリエーショソ室，スポーツ指導員室，事務局及び受け付けカウンター，講義室および
視聴覚ミーティングルーム，24時間国際スポーツ・シアター，レンタルルーム，更表室，観客席，
喫茶室，レストラソ，スポーツショップ等を置く。また，スポーツ障害への鰐応としてスポーツ外
来外科，理学療法室も必要となるであろう。勿論，十分な駐車場を同建物地下に設ける。これらの
施設は全て車椅子等のスポーツ愛好者の利用が可能なように設計する。
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　開館時間は長時間とし，大学授業としての体育実技，留学生日本語センター留学生のスポーツ実
技および課外運動部の使用時間をある程度優先し，それ以外を解放時間（オープンレクリエーショ
ン）および公認スポーツ指導員（勿論，国の内外は問わず）によるスポーツスクーリング・プログ
ラム時間帯とする。ここで小学校体育・スポーツなども考えられても良い。公認スポーツ指導員，
事務局員は専任職員である。また，公認スポーツ指導員は課外運動部のコーチを兼佳すると大阪外
大運動部の競技力向上も期待できる。使用は有料とする。同様に屋外種目に対する施設（テニスコー
ト，屋外運動場等）の再整備を行う。大学付属のユニークな羅立スポーツセンターになることは間
違いない，はず。
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